E. A. Poe and Soseki Natsume by 宮永 孝
ポーと漱石 : 「怪しき鴉」の訳者はだれか
著者 宮永 孝
出版者 法政大学社会学部学会
雑誌名 社会労働研究
巻 45
号 1
ページ 56-70
発行年 1998-09
URL http://hdl.handle.net/10114/6116
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
夏目漱石は、学生時代をおもいおこし、「ほとんど勉強という勉強をせずに過したほうである」と述べている・
が、このことばをそのまま素直にうけとるわけにはゆかない。
かれは少年のころから青年期にかけて、相当の数の和漢書および洋書をよんでおり、後年、みずから「いったい、
牡
Ａ
の
た
ぐ
い
私は何種の書物でも、読むという｝」とは好きであるから」と述べているからである・
漱石と外国文学、とくにボー二八○九～四九、アメリカの詩人・批判家・短篇小説家）とのかかわりについて論
じようとするとき、かれはボーのどのような作品を読み、どのていどボーのことを識っていたのであろうか。またボー
から何か学ぶ点があったのであろうか。
漱石はわりと早い時期にポーの存在を知ったとおもわれる。二、三年しか在籍しなかった東京府第一中学校では、
『ナショナル。リーダー』の一一巻（ボーは入っていない）までしかやらなかったから、まだこの時期ボーのことは知
はじめ英語の学習そのものにあまり興味をおぼえなかった漱石は、成立学舎（神田駿河台鈴木町）に通学した約一
ポ
１
と
漱
石
ｌ「怪しき鴉」の訳者はだれか。
宮
永
孝
5６ 
と漱石ポ 年間に、発心し英語の勉強を熱心にやるようになっていた。
かれはスウィントンの『万国史』（○員』曾困旦暮⑮ミミ＆昂房ご員邑国）を教わるにおよんで、ますます英語の
勉強に熱中してゆくようになる。ひょっとして漱石はこの教科書と併行して『スウィントンの第五読本』（ロミミ§吋
璽尊宛自烏式屋困）（ボーの「大がらす」が収録されている）を習っていなかったであろうか。
明治十六年に出たこの刊本は、当時ひろく全国の学校で教材として用いられていたからである。
漱石が大学予備門に入学したのは、明治十七（一八八四）年だが、ここで「大がらす」が収めてあるアンダーゥッ
ドの教科書を教わりはしなかったであろうか。
明治二十年代初頭に、饗庭篁村の一連のボーの翻案小説（「黒猫」アーモルグの人殺し」「めがね」）などが「読売
新聞』に連載され、ついで明治二十九年には、森田思軒訳で「秘密書類」「間一髪」などが、雑誌『名家談叢』や
『太陽』に掲載されているから、漱石はこれらをあわせて読んでいたかもしれない。
ともあれ漱石は、明治二十九年十月までのあいだにボーを知り、その作品のいくつかを読んでいた。同年秋、かれ
は熊本の第五高等学校で英語の教鞭をとっていたが、同校の機関誌『龍南会雑誌』に「人生」と題して一文を寄せ、
そのなかで夢想家ボーにふれてＬ記。
す
ぐ
自ら知るの明あるＪＣの寡なしとは世間にて云ふ事なり、われは人間に自知の明なき事を断言せんとす、之を「ボー」に砂く、
曰く、功名眼前にあり、人に何ぞ直ちに自己の胸臆を叙して思ひのま出を言はざる、
血
ま
た
ら
ま
と
く
の
皿
う
せ
い
か
よ
去れど人ありて恩の鰹を醤かんとして蕊を執れば、霧忽ち禿し、紙を慶ぶれば紙忽ち縮む、芳一屡轤誉（よい評判と名声ｌ引
穏
も
●
う
ち
▲
あ
に
用者）の手に唾して得らるべきを知りながら、何人ＪＣ蹄路して果たさざるは是が為なりと、人豈自ら知らざらんや、「ボー」の
わ
ら
い
池
か
け
鱈
一一一口を反覆熟読すれば、思半ばに過ぎん、蓋し人は夢を見るものなり、恩ひも寄らぬ夢を見るものなり（後略）。
5７ 
Ｎ・Ｈ・ドール編の『ボー詩集』や『神秘と想像力の物語』にしても日本橋の丸善で購入したものであることは、
本の扉のうらに張ってあるシールによってあきらかである。『ボー詩集』の扉のうらに、「三四薗巨日の》］＄『」と青イ
ンク（変色し、黒インクのようにもみえる）で書き込まれていることから考えると、漱石がこの版本を丸善で求めた
ざ、（回二・）ゴ邑困ミミ旨后遵昌旦冒冨廻§ご芦い§§胃宛・貝賃鴇俸のＳ圏（」喬ｇｓご；ミト忌日ｑ）
漱石の蔵書はいま、東北大学附属図書館に収蔵されている。それはすべて貴重図書あつかいになっており、見るに
は
あ
ら
か
じ
め
許
可
を
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
が、かれの師フォン・ケーベル収蔵のものは、手続さえふめば、すぐに閲読できる。
漱石が所持していたボー文献は、先きにも述べたように、二冊のみである。いずれも本の状態はよく、つかれは見
られない。かれは二冊すべてを通読したものかどうか定かではないが、興味をひいた作品だけをひろい読みした程度
で
は
な
か
っ
た
か
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
れ
は
漢
文
調
の
や
や
難
解
な
文
章
で
あ
る
。
このなかで漱石は、ボーの異常な狂気や白日夢の世界を、ホーソンやコールリッジといっしょに論じるのだが、
ま
ひ
い
た
文
章
だ
け
で
も
、
ボ
ー
の
名
が
二
度
出
て
く
る
。
「ボーの言を反覆熟読すれば」とは、ボーのどのようなことばを指し、またそれはどこに出てくるのか。
また漱石は、先の引用文を書くにあたって、ボーのどのような版本を用いたのであろうか。
「漱石山一房蔵書目録」にみられるボーの文献は、わずかにつぎの二冊だけである。
出－
１ｌﾐヨ（固』・）刃§ヨ駒旦目曾「ご冒斡ご⑩・冒言口国目：暮営への寿③ミミン【魚Ｃ・←③ト○員§北。・記○員一貫、⑮陣の§駒
い
5８ 
と漱石ポ のは明治三十年ということになる。
ざんねんながら？－詩集」のほうにはなんら書き込みはみられなかったが、「神秘と想像力の物語」のほうには、
若干、黒インクで引いた線が一一本とエンピッによる線（子供のいたずら書きのようにもおもえる）が何箇所かみられ
た。かれにあらためてボーの存在をおしえ、その人と芸術について説いた講話者は、お雇い外国人のラファェル・フォ
ン・ケーベル（’八四八～一九一一三）であった。
ケーベルは、ロシア人、スウェーデン人、ドイツ人の三つの血がまざったドイツの哲学者であり、明治二十六年六
月に東京帝国大学の招聰に応じて来日し、大正三年十月まで、東大で哲学概論。西洋哲学史・特殊講義・古典語など
はさんだようである。
さらに「黄金虫」が収録されている八○頁と「ヴァルドマール氏の病症の真相」が収められている三五○頁にも、
それぞれエンピッによる線が何本か引いてあった。
漱石がボーを知るきっかけとなったものは、明らかでないが、院生の時分にじっさい講義のなかでボーの名を耳に
をおしえた。
ヨワの四口ごｏ「「鯉、の。。。】昌皀の。①くＣ『のここ四一一のニラの『・『〔三四めラの『四二一四コ、の。「四コ○℃ごヨニ『のロヨーロニ＆『『ロヨロ⑩ロ『耳’
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
 
一一｛二コ晩く一切一。。。〕。『のニミーー。一望。》ぐ一コの芹ゴロ。【すの『四コ｛四ｍ－の⑪ニミコー、。。○くの『の己■す。■一一コの⑪｜こ『ゴロの『一．閃⑫○色一⑫。「｛すの已凹巨困ゴーの『、
○『□の一○印，国の（すの『［の四目『のの乏の『のロ○（○『ご日『の、已口『日。Ｅ｝□三三、ゴミのゴロぐのウの①ロ［四一ｍの】留白ロ、云芹（○二「ｏ『の三つご言の○一口の，
短編「リジィア」が収録されている一一一○頁に、つぎのような横線と縦線（欄外の余白にあるもの）がみられる。
巴ｎ口一一回すｏ『のＣ｛［すのすの口（。①口。
5９ 
この文章が書かれたのは、明治四十四年七月のことである。
ケーベルがボーの全集を手にとったのは、漱石がまた院生であったときのことである。漱石が「ボー全集」といっ
ているものは、厳密にいえば全集ではなく、選集なのである。
東京帝国大学附属図書館が明治十三（’八八○）年に購求した、Ｊ・Ｈ・イングラム編『ボー全集』（ご扇ｇミー
亘鳥雪○静陶三画ミ。（「ご岩寓言、目貫目冒冨碕呑』助忍‐田・昏Ｐ△ごｏＦｇ（員獄国司））を指している。この
版本は、ボーのいちばんの普及本であり、じっさいよく読まれたようだ。
ケーベルが、ボーの作品に親しむようになったのはいつごろのことか、その時期まではわからない。おそらく来日
とくにドイツ文学では、ロマン派のティーク、ノヴァリス、ホフマンの作品などを好んだ。哲学の講義のなかで、
ときに余談的に文学作品にふれた。が、漱石がホフマンやボーの名を聞いたのは、ケーベルからである。
漱石は明治二十六年に大学院に進んでいる。この年は、ちょうどケーベルが来日した年でもある。
漱石の「ケーベル先生」という随想のなかに、師が東大の附属図書館の書庫のなかで、「ボー全集」を引きおろす
の
を
目
撃
し
た
、
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。
か
ら
す
ど
こ
ぇ
さ
や
先生は錘曰し烏を飼って居られた。何処から来たか分らないのを餌を遣って放し飼にしたのである。先生と烏とは妙な因縁に聞
える。此の二つを頭の中で結び付けると一種の気持が起る。おる
先生が大学の図瞥館で書架の中からボーの全集を引き卸したのを見たのは垂曰の事である。先生はボーとホフマンも好きなのだ
と云ふ。
た、りっぱな教師だった。
かれは単に哲学や古典語について造けいが深かっただけではなく、大陸の目ぼしい文学にも通じた、人格のすぐれ
6０ 
と漱石ポ
（２） 
前にすでに目ぽしいものを読んでいたであろうし、来日後Ｊ、じっさい原書や仏訳で読んでいた。
漱
石
が
五
高
の
『
龍
南
会
雑
誌
』
に
発
表
し
た
小
品
「
人
生
」
を
書
く
と
き
に
利
用
し
た
ボ
ー
の
版
本
は
、
先
に
ひ
い
た
二
冊
で
は
な
かったようだ。『ボー詩集』のほうは一八九七（明治三十）年に刊行されているから、まだ手にとって利用できなかっ
たし、「神秘と想像力の物語」（刊行年不詳）にしても、参考にできなかったであろう。「人生」が発表されたのは、
明治二十九（一八九六）年十月であり、「ボー詩集」が出る一年前のことだからである。
お
そ
ら
く
漱
石
は
、
勤
務
先
の
五
高
の
図
書
館
が
収
蔵
す
る
ボ
ー
文
献
を
用
い
て
、
「
人
生
」
を
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の後、先のボーの二書を丸善を通じて外国から取りよせたとおもわれる。
明
治
四
十
年
九
月
、
漱
石
は
本
間
久
四
郎
『
名
著
新
訳
」
（
秀
英
社
）
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
序
文
を
よ
せ
て
い
る
。
余のボーに関する知識は極めて乏しい。取り立て魯人の前に述ぶべき程の材料も意見も有って居らぬのは勿論である。
た
ご
か
つ
て
彼
の
作
物
を
読
ん
だ
時
の
感
じ
が
漠
然
と
今
も
残
っ
て
い
る
。
何
で
も
非
常
な
想
像
家
の
様
な
心
持
が
す
る
。
し
か
も
其
想
像
は
人
情
や
性
格
に
関
す
る
想
像
で
は
な
い
と
思
ふ
。
事
件
の
構
造
に
対
す
る
想
像
だ
と
思
ふ
。
さ
う
し
て
其
事
件
が
あ
り
ふ
れ
た
日
羽
ど
ら
常見聞の区域を脱して篤くべく鍔くべき別世界の消息であると恩ふ。
、
、
、
、
、
、
、
、
鍔
く
べ
き
別
世
界
と
云
っ
て
も
有
名
な
レ
ヴ
ン
の
詩
に
あ
ら
は
れ
た
様
な
内
面
的
に
玄
秘
の
韻
を
帯
び
て
居
る
の
は
な
い
。
大
体
は
も
っ
と
程
度
の低い外面的の不思議で好奇心を釣っている。
へいし上
ふ
け
い
やす
だから極端に其弊所（よくないところ）を一五ふと荒唐不稽（でたらめ）に陥り易い。然しそれを飽く迄も、明噺に、繊密にあ
皿
う
せ
ん
るときは殆んど科学的とも云ひ得べき程の模写を以て叙述して居る。そ一」にかれの想像の豊鵬（ゆたか）な所と繊細な所があら
はれている。
序
6１ 
ついで明治四十二年一月、かれは『英語青年』（第八号）に、「ボーの想像」と題する談話筆記を発表している。
こ
れ
は
本
間
久
四
郎
の
『
名
著
新
訳
』
に
寄
せ
た
序
文
を
、
す
こ
し
ふ
く
ら
ま
せ
た
も
の
で
あ
る
。
ボ
ー
は
構
成
の
想
像
力
に
お
い
て
、
異
常
な
才
能
を
し
め
し
、
超
自
然
界
や
人
間
の
域
を
超
え
た
世
界
を
読
者
に
み
せ
た
、
と
の
べ
た
あ
と
、
ボ
ー
と
ス
ウ
ィ
フ
ト
と
の
手
法
上
の
比
較
を
こ
こ
ろ
み
て
い
る
。
マ
マ
去年の九月、本間という人の「名著新訳」に序一Ｖ〈を送った。それに轡いて週いた事、それ以上に僕の智識は無い。
わ
ず
か
僅の文句の復習（おさらへ）でもするより外はない。
以前に勺。。の作物を読んだ時の感じが僅かに残っているばかりで、格別研究しやうともしなかった。で、其の漠然とたる感じ
■い
と云ふのは、先づ何でＪ’（）非常な想像家であった。
寸
芯
わ
－）かも其の想像たるや人悩或は性格に関する想像ではない。云は〉ェ事件構造の想像、即ち８コの（『Ｅ、二ぐ⑩一日凹碩ご回二・コである。
０レ
ム
』
ぷ
ん
而か●も其の事件は、日常間賭（賭聞ｌ‐‐‐‐みたり聞いたりすること）の区域を脱した②ロロの『ゴロ目『四一もしくはのロ己の『言曰昌な僧く
剣
ど
ろ
あ
た
が
普通の人ならばとても恩ひつけない、恩ひついて４℃かう詳しくは瞥けない、所を彼は此等の憎くべき空想灘に対して、恰も眼
前
に
展
開
す
る
活
動
写
真
を
凝
視
し
て
筆
記
す
る
様
な
態
度
で
轡
き
卸
し
て
い
る
。
ボーは又短篇作家として有名な男である。今でも短編を論ずるときにボーの引合に出ぬ場合は殆んどない。
い
わ
ゃ
る
よ
此点から見てボーは、所謂一一一巻小説の例を打破した独創的作家と云っても好い・従って其作物は歴史的価値がある。長短に関
ぜ
ひ
して小説の比較研究をしやうと思ふ４℃のは、是非一度はボーを通って来なければならない（後略）。〔傍
点
お
よ
び
（
）
内
は
、
引
用
者
〕
ボ
ー
の
想
像
夏
目
漱
石
6２ 
と漱石
い
つ
ｏ
戒
京
都
の
深
田
教
授
が
先
生
の
家
に
い
る
頃
、
何
時
で
も
閑
な
時
に
晩
餐
を
食
べ
に
来
い
と
云
は
れ
て
か
ら
、
行
か
ず
に
経
過
Ｉ
し
た
月
日
を
数
へ
る
と
３
ポ
公Ｕ
漱石はまた「ケーベル先生」と題する追想記のなかでも、師の宅を訪問したときの模様を描いている。が、ケーベ
ル
の
別
れ
ぎ
わ
の
こ
と
ば
は
、
ボ
ー
の
詩
句
で
あ
っ
た
。
これを発表した二年後の明治四十四年夏、漱石は友人の安倍能成とともに恩師ケーベル宅をおとずれた。
このとき三人は、ようやまの話をするのだが、文学談義となり、ボーとホフマンが話題になったようだ。漱石はケー
ベルがいったことばを「日記」（七・一○付）に記している。
もう四年になる。
べき別世界の消息である。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
｝」
此の襟くべき別世界と云ふのは、彼の詩の麿弓ゴの宛煙く①。急に歌ってあるやうな内面的の幽玄深秘で無い極く外面的な、主と
して読者の好奇心を釣って行くと云った風の、悪く云へば荒唐不稽な嘘話を作るに在る。
併し嘘の想像評と云っても、一種の⑫Ｑの昌一【－，℃『ＯＢ切如を踏んだ想像でそれを精密に不明断に模写している。こんな風の、と
これ
ても常人の恩ひ附く事も出来ないやうな想像の働き．．…・之に付ては後に附をしませう（後略）。
〔
傍
点
お
よ
び
（
）
内
は
、
引
用
者
〕
▲Ｔ⑭い
○プラウニングは嫌だ。
い。アンドレーフは脈だ。
い
や
す
Ｂ
晒
批
さ
ら
す
Ｂ
Ｔ
 
ウォヅウォースの哲学の詩は全／、脈だ。ボーは好だ。ホフマンは猶好だ、新らしいのはあまり好かな
チェホフは非常に立派な文体だ。
熊本大学附属図書館に、五高時代の文献がおさめられている。わたしは先年の秋、同所において『龍南会雑誌』の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
（
明
治
羽
・
４
～
鍋
。
ｌ
）
を
見
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
。
漱
石
は
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
が
熊
本
を
去
っ
た
翌
々
年
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
四
月
十
四
日
の
発
令
で
五
高
の
講
師
と
な
り、同年七月九日教授となった。さらに明治三十三（一九○○）年五月十二日付をもって英国留学を命じられ、同一一一
十六（一九○’一一）年一月二十一日帰国し、この年の三月三十一日五高を退官した。
漱石が熊本でじっさい暮らしたのは四年三カ月にすぎず、この間に何度か「龍南会雑誌」に投稿している。
か
ら
す
と一」ろでわたしが注意を惹かれたのは、「龍南会雑誌」（第八四号、明治拠・３．躯）の「文苑」に、「怪しき鴉」
（「大がらす」の」塗）と題するボーの訳詩がのっていたことである・
訳
者
名
は
な
く
、
た
だ
”
か
げ
ぼ
う
し
“
と
あ
る
。
い
っ
た
い
こ
の
”
か
げ
ぼ
う
し
“
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
用
い
た
人
物
は
だ
れ
だ
っ
た
のだろうか。「怪しき鴉」は完訳ではなく抄訳である。やや長くはなるが、全文をつぎにかかげてみよう。
レ
イ
ン
で
あ
る
。
漱石がおもいだしたというご巴の『日。『のの反復語は、ボーの「大がらす」のなかで、十一回もくり返されるリブ
よ
う
や
そ
の
こ
れ
つ
も
り
漸く其約を果して安倍君Ｌ」一所に大きな暗い夜の中に出た時、余は先生は是から先、もう何年位日本に居る積だらうと考へた。
ノ
ー
モ
ア
ネ
ワ
フ
ー
Ｇ
丁
Ｉ
さうして一度日本を離れ出ば、もう帰らないと云はれた時、先生の引用した贋二．ョ。『の．このこの『ロ】。『の蔓と云ふボーの句を恩ひ出
した。
6４ 
と漱石ポ
き鴉なるべし。
、
、
、
、
さ
さ
や
あ
や
し
、
、
、
、
わ
れ
は
苦
し
き
恩
に
た
へ
か
ね
て
、
微
か
に
レ
ノ
・
Ｉ
ァ
〃
と
畷
き
し
に
、
怪
志
き
反
響
は
又
、
レ
ノ
ー
ァ
〃
畷
き
か
へ
せ
り
。
かえ
煮えかへるやうなる胸を懐きつＬ、わが部屋に販らんとせし時、｜人高き音は再び、ほとｊく、と響きわたれり。われはこのいぶ
ふた
かしき音詮議せんとて、窓蓋さっと押しあけ志に、古く色黒き大鴉の一一度一二度、羽ばたきしっ、《、わが部屋の中に飛び来りっ、暫
ａ
ｎ
ｌ
Ｄ
Ｌ
 
しはあわた、鼻しく翔けめぐりしが、果てはパラスの半身像に止りぬ。此は正志く、聖おほかりし世より永らへ志、昔Ｉ）ながらの古
よ
い
て
い
し
た
濃
圭ロ丁子（よい香木）結びたる灯は、大方消えか出りて、怪しき影をうすぐらき床の上にうっせり。われは、只明け行く空のみ侍た
、
、
、
、
し
い
れっｈ、亡きレノーアの事堪へがたく暮しければ、兎角志て切なき心まぎらさんとせしが、美Ｉしかりし昔しの姿ありありと胸中に
描き出され苦しき胸は、さながら掻き乱さる曇やうに覚えぬ。
わ
に
い
ば
か
い
た
掛け一曰一せる柴の緯（とばり）、かさ‐く１と風なきに鳴りいづれば、ぞっとする計り懐みを感じ、わが胸はいつしか、恐怖の念に満さ
し
れぬ『人の来り志にや』と咳きながら、開きし窓より常夜の闇を覗きこみっ蛍、暫しは『恐れ』と『疑ひ』との一一つにとりまかれ
たにず
て佇めり。ヒッソリとせる夜の幕は、いぶかしきまで物暗く、夜な‐く１楡の小枝に輝／、、明星の影さへ見えず、只消え方近き燈火
て佇めり。ヒッソリと止
血
に
危
の折々闇に瞬けるのみ。
か
ひ
と
掻き曇りたる冬の夜半、独り古上
の
戸
叩
く
音
、
ほ
と
ノ
ー
と
聞
え
け
り
。
ひ
と
ひ
も
と
厄
の
し
必
り
と
か
く
し
と
Ｂ
独り古き書ども播きて娯み居たりしが、われに凸Ｃあらず眠気さして、兎角うつむき勝ちとなり志時、窓
怪
し
き
鴉
医宛の②ロ【の’『の⑫口一の四コ。。①つの。－コの。『『ｏヨ
芹。⑦三の『己。『一の。｛Ｆのロ○『ｐ
Ｃロ。【戸○・○■○戸二【ヨ９コの□の。（。⑪、ゴロ
【○『、の｛｛三の田○禺伊の。。『の。１．’１℃ｏの
か
げ
ぽ
う
し
6５ 
ざ
ま
われはこのいかめしく、色黒き鴉の様おかしきに打ちまぎれて、今までの苦しさ忘れっ出、狂気めきし問一一つ一一一つ試みしが『常
い
が
た
だ
、
、
、
、
、
夜の闇にて、汝は如何に呼ばれ－しや」とたづねし時、かれは只子バモーァ（決して）と答へしのみ。この答の極めて無意味に、わ
よ
う
や
た
め
が問にさへ叶はざりしかど、斯くあれはてし我が部屋の中に、たづね来て、パラスの半身像の上に止りしは、昔志より例しなき
み
よ
う
が
し
と
ね
て
ん
が
び
ろ
う
じ
ゆ
冥加なるベーレと思はれぬ。褥ある椅子をパラスの前に押しやりて、わが身を天驚絨（ビロード）の中に埋め、千万無量の考へに
、
、
、
、
、
耽りっ』、おそる志く蒼白き前兆となれる太古の鴉が叫びしネバーモァの中に、如何なる意味の含まれ居るかを、考へそめし時、
おそる志き眼の光りは、直ちにわれを射て、胸を焼すやうにおぼえぬ。われは天驚絨ある椅子に体をもたせ乍ら、尚深き考への淵
６
つ
く
し
に－しづみ志が、燈火は最後の炎をあげて一際明く天驚絨の上を照志ぬ。されども、この美志くかどやける天驚絨の上に、わが恋し
、
、
、
、
え
い
ご
う
ば
ら
きレノーアは永劫無限飴の如き髪と、葡薇に似たる頬とを、押しつくるをなかるべ‐し。
（不明）
か
つ
ら
あたりの空気は一層□かになり行きて、桂（肉桂）の香に似たヲ。匂ひは、不意にわが鼻をうち志かと疑はれぬ。われは不思議に
こ
う
ぜ
ん
土へかねて、おそらく、天女のふり撒きＩしものなるべしと思ひし時、鰹然（鰹は金属や石などのコーンと鳴る意）たる天女の足音
じ
の
う
て
ん
わ
上
は、絨纏（カーペット）の上にひびき一曰｜りＩしやうなり。
ふ
び
ん
、
、
、
、
あ弘不慾なる我が身よ、天の神はわれに天使を送りて、レノーァをわするべき鎮痛剤を与へ玉へり。われは一」の天薬を服志て、
、
、
、
、
亡きレノーーアの事わすれ去るべきぞ。
われはかく叫びし後、又古き脇にもいぶしき、疑問を与へぬ。
、
、
、
、
、
、
、
、
ギシットの地には、神のわれに与へ玉ひし鎮痛剤ありや、一」ひしきレノーァを忘るべき鎮痛剤ありや、
かれは只この一語を繰りかへし志のみ、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
かの遠きエデンの花園には、レノーアを呼はれたる美しき乙女ありや、天使は今もなほ、うつくしく清く、気高く罪なき、しみＩ
、
、アを抱きつ出ありや。
われは憤然と志て席を蹴たてつき殆と泣き出てん計りに叫へり。
、
、
、
、
、
子パー‐モア
、
、
、
、
、
子パーーモァ
6６ 
と漱石ポ
ボーの「大がらす」の原文とつきくらべて読んでみたかぎりでは、「怪しき鴉」は逐語訳ではなく自由訳または縮
訳とでもいえそうなもので、訳者は原文全体をちぢめて訳した上、詩文の語句をうまく利用し、あたかも創作詩のよ
「ゼ、レーブンの心を取りて」の一文は、原作の気分または気持をくんで文章を草したということか。
ところで明治二十二（’八八九）年から亡くなる大正五（一九一六）年までの二十七年間に、漱石がのこした俳句
は約二六○○句あるのだが、このなかに下の句が〃影法師“で終っているものが五首ある。たとえばつぎに引くもの
が
そ
れ
で
あ
る
。
、
、
、
う
ず
く
ま
かれは尚青白きパーフスの上に鱒りっ。悪魔の如き眼はきら‘く‐と輝きていましき影を床の上にうっせり。わが魂はかれが影に圧
せ
ら
れ
て
、
永
劫
無
限
、
再
び
う
か
び
出
つ
る
事
な
か
る
く
志
マ
マ
（エドカー‐、。ボーが作、ゼ、レープンの心を取りて）
〔（）内は、引用者〕
烏よ、悪魔よ。汝は今の一言を別れの志るしとして、我れを去れ。常夜の闇の暗き岸に還れ。わが部屋の上なる、半身像をされ。
く
ち
ば
し
わ
が
胸に差しこみし、汝の職を抜け。
う
な
文
章
を
つ
づ
っ
て
い
る
。
、
、
、
、
、
、ネパーモア
○○○○ 
、
、
、
名日剣や故郷遠き影法師（明治蛆。ｎ．３、正岡子規宛）
、
、
、
名月や丸きは僧の影法師（明治羽・９．妬、子規宛）
、
、
、
うき除夜を壁に向へば影法師（明治ｎ．１．６、子規宛）
、
、
、
霧黄なる市に動くや影法師（明治妬・皿・１、ロンドンで子規の計に接し、高浜虚子に送った手紙のなかの句）
6７ 
かりに「怪しい鴉」の〃かげぽうし”と漱石の”影法師“とのあいだに、なんらかの接点があるとすれば、影を擬
人化し、じぶんをそれになぞらえていることであろうか。
訳者”かげぼうし“が「怪しい鴉」を発表した時期と漱石の”影法師“がすがたをみせる時期がおたがい近いこと
も、ボーと漱石とを結びつけている点と線のようにおもえるのである。
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
一見したところ、両者のあいだになんの脈絡もないことは、はっきりしている。「怪しい鴉」の訳者は、あえて実
名をかかげず、ただじぶんを〃かげぼうし“になぞらえているにすぎない。
一方、“影法師“が登場する漱石の俳句は、いずれも晩秋から厳冬にかけて詠まれたもので、その点景は、明月の
夜に黒く映った人影やくらく、わびしいロンドンの街中でくらす留学生のすがたなどであり、漱石はじぷんを影に見
か
れ
は
な
ぜ
「怪しい鴉」
る
の
だ
ろ
う
か
。
漱石が熊本に着任したのは明治二十九（一八九六）年四月十三日のことで、英国留学のために同地を去り東京へむ
かったのは同三十三（一九○○）年七月一一十日で延堅。
かれはなぜ〃影法師“にこだわり、くり返し用いたのか。
「怪しい鴉」の訳者”かげぼうし“と漱石の俳句のなかに出てくる”影法師〃とのあいだに、なんらかの関連があ
ちなみに影法師とは、うつし絵やかげえ、または障子や地上にうつった人の影の意である。
、
、
、
○只寒し封を開けば影法師（明治妃。ｎ．鰹、鈴木一一一重吉宛）
８
 
〔傍点引用者〕６
と漱石｜わ
た
し
は
『
龍
南
会
雑
誌
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
た
と
き
に
、
図
ら
ず
も
「
怪
し
き
鴉
」
を
見
つ
け
た
の
だ
ポ
が、その訳筆をとった謎の人物にかぎりない興味をおぼ一ｘ今日にいたっている。
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
「怪しい鴉」の訳者〃かげぼうし“は、じっは漱石その人であったと仮定すると、イギリス留学中に「龍南会雑誌』
（
明
治
弘
・
３
．
卵
）
に
発
表
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
か
れ
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
投
稿
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
出
発
す
る
前
、
編
集
部
員
に
原
稿
を
あ
ず
け
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
漱
石
の
ロ
ン
ド
ン
日
記
や
書
簡
に
も
そ
の
こ
と
に
ふ
れ
た
箇
所
は
見
あ
た
ら
な
い
。
五
高
時
代
の
英
語
教
師
に
は
、
浅
井
栄
煕
・
大
浦
肇
・
荻
村
錦
太
・
中
川
久
知
（
博
物
を
か
ね
る
）
・
賀
来
能
次
郎
（
ド
イ
ツ
語
・
地
学
・
史
学
を
か
ね
る
）
・
杉
山
岩
三
郎
（
数
学
を
か
ね
る
）
・
篠
本
二
郎
（
地
学
・
鉱
学
を
か
ね
る
）
・
ヘ
ン
リ
Ⅱ
フ
ァ
ー
デ
ル
（
英
仏
語をかねる）その他がい匙漣、このなかでボーに関心をもち、訳筆をじっさいとった者がいたとは考えにくい。
漱石は五高在職中、「人生」（明治羽・皿・別）「端艇部の大飛躍」（明治釦。６．厘）「英国文人と新聞雑誌」（明治
犯・６．師）「古別離」（明治詔・２．肥）など四篇を『龍南会雑誌」に発表している。が、「怪しい鴉」は、かれの
筆
に
な
る
も
の
で
は
な
い
か
と
お
も
え
て
し
か
た
が
な
い
。
漱
石
旧
蔵
の
二
冊
の
ボ
ー
文
献
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
か
れ
は
散
文
で
は
「
リ
ジ
ィ
ァ
」
「
黄
金
虫
」
「
ヴ
ァ
ル
ド
マ
ー
ル
氏
の
病
症の真相」などのほか、「ピンのなかの霊誕」を読んでいたことである。
ま
た
韻
文
の
代
表
作
で
あ
る
「
大
が
ら
す
」
を
じ
っ
さ
い
読
む
に
い
た
っ
た
の
は
、
恩
師
ケ
ー
ベ
ル
に
触
発
さ
れ
て
の
こ
と
か
も
し
れ
ない。漱石は「大がらす」がかもし出している、幽玄神秘の世界に目をむける一方で散文のとりとめもない、でたらめ話
に
注
意
を
惹
か
れ
て
い
る
。
か
れ
は
お
も
し
ろ
本
位
で
、
ボ
ー
の
作
品
を
ひ
ろ
い
読
み
は
し
た
け
れ
ど
、
ボ
ー
を
研
究
対
象
と
す
る
気
は
6９ 
（２）東北大学附属図書館に、「ケーベル文庫」（旧蔵書一九九九冊）がある。これは昭和十七年三月に、同図瞥館が受入れたも
のだが、このなかにはボーの独訳こそ見られぬが、英語版一冊とポードレールの仏訳三冊が収めてある。ケーベルがもってい
たボーの原書は、勺『。⑫の弓口一のの一三・目曰（『○・日］・幻・Ｐ・ミの一一・ＰｏａＣ貝宛Ｃロ二の月の．』ｇ『である。同書の目次にみられる
「黒猫」と「陥穿と振子」に、エンピッによる傍線がみられる。また仏訳三冊はつぎのようなものである。
両．シ・で８ｍシく：Ｅ３ｍＱ・レュ官『のＣａＯ口専ョ・一「・□の。・屡且・一ロー恩忌『Ｆ②ご『Ｚ。ごくの二の因」②恩・
ミ卯エーい【。｝『冊⑮〆【『ロＣａご昌忌⑫．［『・ロのＯ・思目の一也一『のロ■『Ｆ⑩ご】、ｇ・
亀恥ｚＣ臣くの一一①⑩三⑫一。－『田の貫国。『ロヨ画一『の⑩．｛『・□の０．口目：｜巴『。□』『ドロー』②②②．
これらの仏訳本はいずれも日本で求めたもののようであり、エンピッによる書き込みがたくさん見られる。
（３）漱石の旧蔵本勺・の昌印。『目的口『ど一目勺。①．菖冒ロ一・的『：三日一切六の－３耳三・四・ＤＣ］ｐの①。『ぬの宛ｏ昌一８ｍの体⑫○コの．
ＦＣ目・ロの七二頁に、「大がらす」が収めてある。
（
４
）
荒
正
人
『
漱
石
研
究
年
表
』
（
集
英
社
、
昭
和
四
十
九
年
十
月
）
を
参
照
。
（５）『五高五十年中色（第五高等学校、昭和十四年三月）を参照。
（６）‐小山絃『五高その世界Ｉ旧制高校史発掘』（西日本新聞社、昭和六十一年十月）、六七～六八ページを参照。
（７）漱石はまた明治三十八（一九○五）年十一月ごろ、ボーの「ピンの中の手記」を読んでいたようで、「只今一寸ボーの短
篇を読んで居た処左の文句あり……」と述べている（小石川区同心町に住む森巻吉宛書簡、明治銘。ｕ・朗付）
注（１）髄南会雑誌の巻頭論文（「人生」）を依頼したのは、小島武雄（明治三十一年卒業、のち山口高等学校教授、熊本市出身）
であった．小島は五高に在学中、演説部員兼雑誌部委員であった（小山絃『五高その世界ｌ旧制高校史発掘」西日本新聞社、
で
あ
っ
た
。
小
昭和臼。、）。
7０ 
